





























A Potentiality of Sand Play as Physical Play Activity
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作は 3 つのカテゴリーとその下位の 1 つから 4 つの動作内容から構成される（表 1）。
Ⅲ．結果及び考察

































































































































































基本的運動動作の 3 つのカテゴリー全てに含まれ，また 8 つの下位動作内容のうち 7 つに含まれて
いた。今後の課題として，子どもたちが楽しみながらより活発に身体を動かすことのできるような
砂遊びの援助のあり方について検討していく必要があると言えよう。
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